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Geertzは, この二つの ecosystem の相違を歴史的
に考察する｡
オランダの植民地政策の基本原理は,経済に関する
限り,終始,植民地の経済構造を根本的に変形させずに
農産物を世界市場に持ち出すことであったoこの目標
達成に三つの方式が歴史上用いられている｡東印度会
社,栽培制度とプランテーション制度である｡特にジ
ャワを中心とした栽培制度は,上記二つのecosystem
の対照を際立たせる素因となったばかりではなく,イ
ンドネシア経済の二重構造 (thecapital-intensive
Westernsectorandthelabor-intensiveEastern
sector)を確立することになったoswidden地域で
はコーヒーが, sawah地域では砂糖が,輸出農産物
として栽培を強化された｡人口増加や生産方法の発展
は,この二地域の区分を社会的 にも顕著 なものとし
た｡swidden地域では, 無産化が進行すると共に,
農業生産物は専門化し, 個人主義的傾向が 強まった
が,sawah地域では,involutionが深化して,土地
の使用 ･保有法,共同生活,宗教までも,この傾向を
反映して,貧困は分有されたO
インドネシア農民が急増した人口を吸収する適当な
場を持たなかったこと, そして, 現に持たないこと
が,インドネシア農業の生産性に致命的であることを
Geertzは,さまざまな角皮から分析するっ しかし,
本書のオリジナル ･プランが,先きに触れたように,
社会や文化の側面を含むものであるため,末だ総てが
論じ尽されていない感があり,残余の部分の出版が待
望される｡ (口羽益生)
陳刑和 :『十六世紀之罪律賓華僑』新亜研究
所東南亜研究室 (東南亜研究専刊之二).香港.
1963年.vi+161p.
東南アジア華僑に関する論著は数多いが,現状の分
柿,考察を主としたものが大部分で,歴史研究に重点
をおいたものは甚だ乏しい｡ しかし現状の考察に賢
し,将来を推測する手がかりを与える点で歴史研究が
重要なことはいうまでもなく,かかる意味で本書のど
ときを得たことは喜ばしい｡
著者はかつて日本に学んだことのある人で,元国立
台湾大学助教授,現在香港にある新亜学院の歴史学教
授をつとめ,東南アジア史の研究では目下最も活躍し
ている中国人学者の一人である｡ベ トナム史に関する
論考や,史料の解説,紹介が多いが,本書は氏がかつ
てフィリピン華僑に関して諸雑誌に発表した論考を補
訂,集成したものである｡
スペインによるフィリピンの植民地化はフィリピン
華僑史の上において画期的重要事件であった｡これを
契機として華商のマニラ貿易が発展し,華僑の著しい
増加をみた｡しかしこれはやがて,在フィリピンのス
ペイン人に華僑に対する恐怖と警戒心を生ぜしめた｡
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